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文部科学省・日本学術振興会科学研究
費補助金（基盤研究Ｂ）

認知症高齢者と家族の質の高い
継続的な暮らしを目指した研修の
社会実装と評価

研究分担者 2018.4～2022.3

埼玉県立大学研究開発センタープロジェ
クトD研究

統合アセスメントの推進に関する
研究

研究協力者 2019.4～2020.3

多職種との対話から老年看護実践の可
能性を探る

共同
日本老年看護学会第24回
学術集会　シンポジウム３

座長　岡本充子、丸山優
演者　鶴岡浩樹、木戸宜子、松田修、福
田卓民

2019.6

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

急性期病床の退院支援看護師が認識す
る転院時の情報共有の課題－医療療養
病床との情報共有に関する調査結果を
踏まえて－

単独
千葉看護学会第25回学術
集会,千葉市

○丸山優 2019.9

高齢患者の急性期病床退院時における
医療療養病床との情報共有に関する看
護師の認識

単独
第39回日本看護科学学会
学術集会,金沢市

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

○丸山優 2019.12

（４）その他

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

A町の認知症支援のためのベースライン
調査－専門職のIPWコンピテンシー自己
評価から－

共同
第12回日本保健医療福祉
連携教育学会学術集会,文
京区

○國澤尚子、出貝裕子、桂晶子 、成澤
健、中込沙織、萩原潤、丸山優、畔上光
代、大塚眞理子

2019.9

継続療養施設に移行した高齢患者への
「転入時ケア実践モデル」活用によるケ
ア改善－１施設での取り組みから－

単独
日本老年看護学会第24回
学術集会、仙台市

○丸山優 2019.6

A町の認知症支援のためのベースライン
調査－病院・老健職員が認識するイン
フォーマル支援者との連携上の課題－

共同
第12回日本保健医療福祉
連携教育学会学術集会,文
京区

○丸山優、出貝裕子、桂晶子、成澤健、
中込沙織、萩原健、國澤尚子、畔上光
代、大塚眞理子

2019.9

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

一般病院における高齢患者の家族に対
する観点を含んだ身体拘束に関する看
護師の認識

共著 あり
医療看護研究、16(1)、13-
20

杉山智子、湯浅美千代、丸山優 2019.10

ナーシングスキル日本版動画講義
認知症看護,59認知症患者の回復を促
進する看護技術-日常生活動作に焦点
をあてて

共著 エルゼビアジャパン
湯浅美千代、諏訪さゆり編
丸山優他6名

2019.4

はじめて学ぶ“伝わる”プレゼンテーショ
ン‐患者指導,カンファレンスから学会・院
内発表まで‐

共著 あり
総合医学社；114ページ
担当45-55,88-90

國澤尚子、新村洋未、丸山優 2019.7

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2004年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科助手、2012年同講師、2018年同准教授

所属学会（役職）
日本老年看護学会、日本看護科学学会、日本看護教育学会、日本認知症ケア学会、千葉看護学会、プライマリケ
ア学会、日本保健医療福祉連携教育学会、ＳＰＵ学会

１．研究業績

（１）著作

研究分野 老年看護学

学位 博士（看護学）

学歴
1999年千葉大学看護学部卒業、2004年千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程修了、2017年順天堂大学医
療看護学研究科博士後期課程修了

氏名 丸山優 部署 看護学科 職名 准教授
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主指導 4名 副指導 0名

看護研究指導講師 獨協医科大学埼玉医療センター 看護研究指導 2019.4～2020.3

彩の国いきがい大学（川越）講師 公益財団法人いきいき埼玉 認知症とその予防 2019.5

彩の国いきがい大学（入間）講師 公益財団法人いきいき埼玉 認知症とその予防 2019.7

介護支援専門員資格更新研修講師 埼玉県社会福祉協議会

看護研究研修会講師 越谷誠和病院 看護研究について 2019.11

看護研究指導講師 越谷誠和病院 看護研究指導 2019.4～2020.3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

1年生担任 2019.4～2020.3 担当学生の学習支援および相談に応じた

就職支援プロジェクトメンバー 2019.4～2020.3 就職支援プロジェクトのメンバーとして活動した

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

2019.8～10
在宅診療を行う診療所で、対象者の望む生活を支援するための多職
種で協働した活動について学生が主体的に学べるように支援した。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

総合実習（老年看護学領域） 2019.7
4年次生を対象に、在宅支援診療所および医療療養病床における実
習を担当した。個々の課題に合わせて学習が進められるように関わっ
た。

在宅看護学特論Ⅰ(大学院） 2
ICFについて教授し、医学モデルによる問題志向型アセスメントと、社
会モデルによる目標志向型アセスメントを事例を用いて、医学モデル
と社会モデルの統合を学べるよう工夫した。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

老年看護援助論（大学院） 2
人生の終焉におけるエンド・オブ・ライフケア（晩年期ケア）について教
授し、各自の体験事例を用いて、老年期の「死」を含めた看護のあり
方について考察した。

老年看護学Ⅲ 4
3年次生を対象に、医療機関と地域が継続して高齢者を支援すること
を学べるようにグループワークを支援した。

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

IPW論 8
2年次生を対象に、IPWの考え方、実践に関する講義、演習を実施し
た。各回の振り返りを基に、円滑に学習が進むように導入を工夫した。

日本老年看護学会生涯学習支援研修運営 日本老年看護学会 基礎編自分の病院や施設の身体拘束を回避・解除しよう 2019.12

ケアマネジメントに必要な 医療との連携及び 多職種協働の意義 2019.6

IPW総合課程講師 埼玉県立大学 IPWの基礎（５）　IPWにおけるチーム活動とチーム形成 2019.9

埼玉県看護協会第7支部看護研究発表会講師 埼玉県看護協会第7支部 看護研究発表に対する講評 2020.1

学外実習：期間
学内実習：コマ数

老年看護学Ⅱ 〇 30

3年次生を対象に、老年看護の対象者理解と援助方法の学習を目的
として、講義、事例演習、実技演習を行った。今年度は、疾患に関する
講義を新たに担当し、学生の理解を促進するよう教材を作成した。ま
た、グループでの学習を深めるために教授方法を工夫した。科目責任
者として、学生の中間評価を基にグループワークが円滑に進むよう、
主体的に進行する方法を工夫した。

老年看護学実習Ⅰ 2019.4～6
2年次生を対象に老人福祉センターにおける実習を担当した。元気な
高齢者との関わりを通して高齢者の特徴と多様性を学べるように関
わった。

老年看護学実習Ⅱ 2019.10～12
3年次生を対象に、神経内科病棟および地域包括ケア病棟における
実習を担当した。脆弱な高齢者の生活をとらえた看護実践を指導し
た。

（３）実習

実習の名称 科目責任者 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

卒業論文 2019.4～2020.1

ＩＰＷ実習
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学科等における委員会等 就職支援プロジェクトメンバー 2019.4～2020.３

８．特記事項

なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

日本保健医療福祉連携教育学会

期間

千葉看護学会 査読委員 2018.4～2021.3

２０周年記念事業　彩の国いきがい大学（川越）での講義「認知症とその予防」 2019.5

５．学内運営

項目 内容 期間

査読 2020.2

学科等における委員会等 1年生担任 2019.4～2020.３

大学広報活動

日本老年看護学会 生涯学習支援委員会委員 2018.6～2020.6

日本老年看護学会 第24回学術集会企画委員会委員 2017.6～2019.6

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

日本老年看護学会 将来構想検討プロジェクト委員 2019.6～2020.6

該当なし

学科等における委員会等 教務委員補佐 2019.4～2020.３

日本老年看護学会 査読委員 2018.7～2020.6

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容


